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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
受
け
、
市
で
は
南
魚

沼
市
消
防
団
の
装
備
拡
充
を
図
る

た
め
に
、
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ

1
台
を
整
備
し
ま
し
た
。

火
災
な
ど
の
災
害
時
に
有
効
な

消
火
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

で
は
県
民
へ
の
農
業
研
究
の
理
解

促
進
を
図
る
た
め
に
、
ふ
れ
あ
い

参
観
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

施
設
や
ほ
場
を
一
般
に
公
開

し
、
農
作
業
体
験
や
農
作
物
に
関

す
る
ク
イ
ズ
を
通
じ
て
農
業
に
親

し
む
場
を
提
供
し
ま
す
。

日
時　
７
月
14
日
㈯ 

　

午
前
９
時
～
正
午

内
容　

・
試
験
研
究
概
要
の
紹
介
と
公
開

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
夏
野
菜
の
収

穫
体
験

・
農
業
に
関
す
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

（
景
品
有
り
）

・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
づ
く
り

・
農
産
加
工
品
な
ど
の
販
売
な
ど

会
場　
中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
〔
長
岡
市
川
口
牛
ヶ
島
〕

料
金　
無
料

※
事
前
申
込
み
不
要

北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
の
人
気

ロ
ー
カ
ル
番
組
「
水
曜
ど
う
で

し
ょ
う
」
の
視
聴
者
向
け
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

出
演
し
て
い
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

陣
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、グ
ッ
ズ
販
売
、

地
元
か
ら
の
出
店
も
行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
20
日
㈮　

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

場
所　
舞
子
高
原
ホ
テ
ル
横　

　

特
設
会
場

厚
生
労
働
省
は
、
７
月
末
現
在

で
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用

す
る
事
業
所
（
農
林
漁
業
・
一
般

公
務
を
除
く
）
を
対
象
に
、
賃
金

や
労
働
時
間
、
労
働
者
数
の
動
向

を
調
べ
る
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特

別
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
デ
ー

【
問
合
せ
】

消
防
本
部 
警
防
課 

警
防
係

　
　
　
☎
７
８
２

−

５
３
３
１

【
問
合
せ
】

新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所 

中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
８

−

８
９

−

２
３
３
０

【
問
合
せ
】

舞
子
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
☎
７
８
３

−

４
１
０
０

【
問
合
せ
】新
潟
県 

総
務
管
理

部 
統
計
課 

生
活
統
計
班

☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
１
１
９

平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
宝
く
じ
の
助
成
事
業
で

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
を
整
備

中
山
間
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
参
観
デ
ー

「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」

キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
８

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
行
い
ま
す

タ
は
統
計
を
作
る
た
め
の
み
に
使

用
し
ま
す
。

県
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査

員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す

の
で
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
７
月
下
旬
～
８
月
末

対
象
地
域

　

六
日
町
地
区

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
所
を
渡

り
歩
い
て
生
き
て
い
る
ト
ン
ボ
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
は
山
際
の
放
棄
さ
れ
た

水
田
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
群
落
や
背
の
低

い
湿
性
植
物
の
群
落
な
ど
で
し
ば

し
ば
見
ら
れ
ま
す
。「
背
の
低
い

湿
性
植
物
群
落
」
で
あ
る
近
代
化

さ
れ
る
前
の
田
が
重
要
な
生
息
環

境
で
、
農
業
の
変
化
に
よ
っ
て
減

少
し
て
い
る
ト
ン
ボ
の
一
種
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

八
色
の
森
で
は
遊
具
の
近
く
に

あ
る
丸
い
湿
原
で
し
ば
し
ば
観
察

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
池
に

も
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

写
真
の
よ
う
に
腹
部
を
立
て
て

止
ま
る
こ
と
が
赤
ト
ン
ボ
の
仲
間

の
特
徴
で
す
。
雄
は
真
っ
赤
に
な

り
ま
す
が
、
雌
は
黄
色
と
黒
の
地

味
な
縞
模
様
で
す
。

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生

物
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
☎
７
８
０

−

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

❸

日
本
で
一
番
小
さ
く
、
十
円
玉

に
す
っ
ぽ
り
と
収
ま
る
大
き
さ
の

赤
ト
ン
ボ
で
す
。
多
く
の
県
で
は

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
新
潟
県
で

は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
絶

滅
の
恐
れ
ま
で
は
指
摘
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
ト
ン
ボ
は
体
は
小
さ
い
で

す
が
非
常
に
高
い
移
動
能
力
を

も
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
本
来

は
洪
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
で
生
じ

た
新
し
い
湿
地
が
主
な
生
息
環
境

市などからのお知らせ　掲示板


